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(54)【発明の名称】 内視鏡用造影チューブ

(57)【要約】
【課題】十二指腸側から膵胆管の出口開口内に容易に挿
入することができる内視鏡用造影チューブを提供するこ
と。
【解決手段】可撓性チューブ１の先端面が可撓性チュー
ブ１の先端部分１ａを斜めにカットして楔状に形成さ
れ、その稜線部分が滑らかに丸められている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】少なくとも先端寄りの部分が可撓性チュー
ブによって形成された内視鏡用造影チューブにおいて、
上記可撓性チューブの先端面が上記可撓性チューブの先
端部分を斜めにカットして楔状に形成され、その稜線部
分が滑らかに丸められていることを特徴とする内視鏡用
造影チューブ。
【請求項２】上記可撓性チューブの先端近傍部分が、先
側へ次第に細くなるテーパ状に形成されている請求項１
記載の内視鏡用造影チューブ。
【請求項３】上記可撓性チューブの先端近傍部分が、そ
れより後方の部分より細い径に形成されている請求項１
又は２記載の内視鏡用造影チューブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通されて膵胆管内等に造影剤を送り
込むために用いられる内視鏡用造影チューブに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用造影チューブは、一般に、可撓
性チューブの基端に注射筒等を接続するための口金が取
り付けられただけの構成になっており、先端部分は単純
な円筒状又は先細りのテーパ状に形成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】図８は、先細りのテー
パ状に形成された造影チューブ１の先端部分１ａが、十
二指腸側から膵胆管の出口開口１００に差し込まれよう
としている状態を示している。
【０００４】膵胆管の出口開口１００があるファーター
氏乳頭部分は括約筋であり、通常は閉じている。一方、
造影チューブ１の先端部分は、十二指腸ファイバスコー
プの処置具挿通チャンネルから突出すると、図８に示さ
れるように円弧状の曲がり癖が付いた形状になってい
る。
【０００５】したがって、造影チューブ１を膵胆管の出
口開口１００の正面に位置させて手元側から押し込む操
作をしても、造影チューブ１の先端面が膵胆管の出口開
口１００の粘膜表面で滑って側方に逃げてしまい、膵胆
管内に差し込むのは容易ではない。そのため、膵胆管を
造影するのに非常に長時間を要する場合が多く、患者に
大きな負担を与えていた。
【０００６】そこで本発明は、十二指腸側から膵胆管の
出口開口内に容易に挿入することができる内視鏡用造影
チューブを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用造影チューブは、少なくとも先端
寄りの部分が可撓性チューブによって形成された内視鏡
用造影チューブにおいて、可撓性チューブの先端面が可
撓性チューブの先端部分を斜めにカットして楔状に形成
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され、その稜線部分が滑らかに丸められているものであ
る。
【０００８】なお、可撓性チューブの先端近傍部分が、
先側へ次第に細くなるテーパ状に形成されていてもよ
く、可撓性チューブの先端近傍部分が、それより後方の
部分より細い径に形成されていてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、十二指腸ファイバスコープの処置具
挿通チャンネルを経由して膵胆管内に造影剤を送り込む
ために用いられる造影チューブ１を示している。
【００１０】造影チューブ１は、例えば四フッ化エチレ
ン樹脂チューブ又はポリエチレン樹脂チューブ等からな
る直径が２ｍｍ程度で長さが２ｍ程度の可撓性チューブ
により形成されており、先端近傍部には所定の間隔で目
盛り３が付され、基端側には造影剤注入口金２が取り付
けられている。また、腰折れ防止のための芯金が必要に
応じて挿通配置される。
【００１１】図１は造影チューブ１の先端付近を示して
おり、造影チューブ１の先端面は、造影チューブ１の先
端部分１ａを斜めにカットして楔状に形成されている。
その角度θは例えば１０～５０°程度の範囲であり、そ
の稜線部分は滑らかに丸められている。なお、これは後
述の各実施例においても同じである。
【００１２】図３は、図示されていない十二指腸ファイ
バスコープの処置具挿通チャンネルに上記実施例の内視
鏡用造影チューブが挿通されて、造影チューブ１の先端
部分１ａが十二指腸側から膵胆管の出口開口１００に差
し込まれようとしている状態を示している。
【００１３】造影チューブ１の先端部分１ａが楔状に形
成されているので、造影チューブ１の先端部分１ａを膵
胆管の出口開口１００に押し付けると、楔の先端部分が
膵胆管の出口開口１００の小さな窪みに嵌まり込む状態
になり、さらに造影チューブ１を手元側から押し込む
と、図４から図５に順に示されるように、造影チューブ
１の先端部分１ａが楔面で膵胆管の出口開口１００を押
し広げながら膵胆管内に入っていく。
【００１４】このように、造影チューブ１の先端部分１
ａが楔状に形成されていることにより、膵胆管の出口開
口１００部分に狭窄等があっても、造影チューブ１の先
端部分１ａはそれを押し広げながらスムーズに膵胆管内
に差し込まれて、膵胆管内に造影剤を注入することがで
きる。
【００１５】そして、造影チューブ１の先端部分１ａが
楔状に形成されているが、その稜線が滑らかに丸められ
ているので、膵胆管への挿入時に粘膜面に引っ掛かった
り傷つけたりするおそれがない。
【００１６】なお、造影チューブ１の先端部分１ａの形
状は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図６
に示されるように、先側へ次第に細くなるテーパ状に形
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成されて、その先端面が第１実施例と同様の楔状に形成
されていてもよい。
【００１７】また、図７に示されるように、造影チュー
ブ１の先端部分１ａがそれより後方の部分より細い径に
形成されて、その先端面が第１実施例と同様の楔状に形
成されていてもよい。また、細い径の部分が先細りのテ
ーパ状であってもよい。
【００１８】
【発明の効果】本発明の内視鏡用造影チューブによれ
ば、先端面が可撓性チューブの先端部分を斜めにカット
して楔状に形成されていることにより、その先端が膵胆
管の出口開口の小さな窪みに嵌まり込んで、膵胆管の出
口開口に狭窄等があってもそれを押し広げながらスムー
ズに膵胆管内に差し込むことができるので、膵胆管内に
容易に造影剤を注入することができる。
【００１９】そして、可撓性チューブの先端面の稜線部
分が滑らかに丸められているので、膵胆管への挿入時に
粘膜面に引っ掛かったり傷つけたりするおそれがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用造影チューブ*
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*の先端近傍部分の一部を断面で示す側面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用造影チューブ
の全体構成を示す外観図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用造影チューブ
の使用状態を示す略示図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用造影チューブ
の使用状態を示す略示図である。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡用造影チューブ
の使用状態を示す略示図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用造影チューブ
の先端近傍部分の側面断面図である。
【図７】本発明の第３の実施例の内視鏡用造影チューブ
の先端近傍部分の側面断面図である。
【図８】従来の内視鏡用造影チューブの使用状態を示す
略示図である。
【符号の説明】
１  造影チューブ
１ａ  先端部分
１００  膵胆管の出口開口

【図１】 【図２】 【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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